「２００7教育シリーズ」放送リスト

	1月20日　1146回
	「２１年前の貴重な映像を再現、南カリフォルニアの教育事情は変わったか？」

KEMPO-TVの教育番組第一回の放送は１９８６年10月１３日の「教育スペシャル、南
カリフォルニアの場合」から地上波で始まった。その前はケーブルテレビで月一回の単発番組。２００７年最初の「教育シリーズ」ではこの貴重な映像を放送、２１年前の教育事情とバブル崩壊後の現在を比較、次の10年、２０年への布石としたい。補習校あさひ学園の生徒数が当時２５００人、現場教師１７０人、10年前に比べ４倍という数字に膨張、

物、人の対応は困難の一語に尽きた。番組は当時の渡辺　泰造総領事のインタビューから始まる。

	1月27日　1147回
	「２１年前の貴重な映像を再現、南カリフォルニアの教育事情は変わったか？」
当時のJBAはロサンジェルス日本貿易懇話会と呼ばれていた。尾崎　英明会長は「日本の私立が自分のリスクで当地に進出してほしい」と要望し、小林　久夫あさひ学園運営委員長は「校舎の確保、教師の確保、スクールバス運行問題、カリュキュラムの整備」などの問題をあげ、年間予算３００万ドルの補習校事業の重要性を強調した。

	2月3日　1148回
	「２１年前の貴重な映像を再現、南カリフォルニアの教育事情は変わったか？」
当時の保護者たちに教育事情と補習校への期待や要望などを聞いた。

「漢字をいれて日本語で書いてほしい」「週一回の補習では不安」「滞在が長くなり、もう

諦めの状態」「受験情報が過多、極端なケースのみ入ってくる」など。一方学校側は「毎日基礎基本を教える」（東西学園）「将来日米どちらに住むか？によって現地校と補習校との比重が変わってくる。補習校は塾とは違う」（あさひ学園）などの意見があった。

	2月10日　1149回
	「２１年前の貴重な映像を再現、南カリフォルニアの教育事情は変わったか？
当時の牛島　新治あさひ学園校長は「特に当地は情報があふれ、保護者がゆれるが、あさひの勉強と読書を地道にしていれば問題ない」と補習校の価値を強調、中村　章東西学園園長は「受験のためのカリュキュラムは特に組まない。東西の架け橋となる人材を育てる」とウイークデイの補習の強みを見せていた。７９年９月にオープンした国際学園の存在は注目されていた。保護者は「日本人としてのものの考え方、しっかりした日本語が使えるようになるために入学させた」と動機を語っている。

	2月17日　1150回
	「２１年前の貴重な映像を再現、南カリフォルニアの教育事情は変わったか？

原　忠男国際学園長は「生徒が集まらず、経済面で苦労した」と開校当時を振り返った。
あさひ学園オレンジ校では保護者たちが、日本に帰国した生徒、保護者の追跡調査を実施、

いじめ、進学、学校での規則など帰国子女、特にオレンジから帰った実態調査を行なった。富沢　敏彦教諭は学芸大大泉校の出身「こんな便利な土地でさえ、教育情報があふれ、保護者が揺れている」と指摘、補習校の授業をしっかりやっていれば、帰ってからも問題はない、とアドバイスした。

	2月24日　1151回
	南カリフォルニアの教育事情は変わったか？
現在あさひ学園は生徒約１５００人、国語中心と従来の国、算、理、社の四教科別コースに分かれている。長期滞在者子弟は半数を超えている。萩原校長は「コース別の良い面と悪い面もあり、検討の余地あり」としており、中、長期の方針が必要という。５年前スタートの西大和土曜補習校は約３００人で、毎年３０人から,４０人づつ増えている。こうしてみると保護者の選択肢も増え、現地校プラスあさひ、現地校プラス西大和土曜、現地校プラス塾、全日制西大和、他に三育東西、LA国際学園などがあり、２０年前に比べ、さらに保護者は迷う結果になっている。

	3月3日　1152回
	「１２年目のJERCは？」
日米教育サポートセンターは今年創立１２年目、昨年は日米親善高校野球でダイブレイク、９月USCデドー球場での日米戦は甲子園の斉藤、田中らのフィバーがそのまま、渡米、ウケ側のJERCもてんてこ舞いだった。２月１３日行なわれたパーテイで木下　和孝

会長は「教育、シニア、コンピューター教室など地道に続けていく」と挨拶、児玉　和夫

総領事は自らの海外体験の中から「異文化の中で頑張るこどもを受け入れ、励ます保護者にお姿勢が大切」とスピーチした。

	3月10日　1153回
	「１２年目のJERCは？」

ジョージ・マノン　トーランス教育長は「現地校適応には保護者の理解と協力が必要」と
米国教育制度への理解を求め、JERCの活動を評価した。自らも教育オリエンテーションの講師を務める岩永　留美さんはこの１２年を振り返り、低学年層が増え、将来日本に帰国する子弟は就学前は特に母語である日本語教育に力を入れるべきで、この時期英語教育のみに入ってしまうと、後で言語、思考に問題がが生じる場合がある、と警告する。

	3月17日　
	トラベルスペシャル「紀伊山地の霊場と参拝堂道」①

世界遺産熊野古道には小栗判官と照手姫とのよみがえりの恋という話が伝えられている。

照手姫の父に毒殺された小栗判官が、つらく長い道のりを越え、閻魔大王の計らいで湯の峰温泉につかり、元の姿にもどり、再び結ばれるというロマンチックな話だ。

紀伊路、大辺路、中辺路、小辺路、伊勢路と４つのルートから熊野古道をめざし、歩くには４つのダイワロイヤルホテル（南部、串本、伊勢志摩、橿原）からが便利だ。

	3月24日　
	トラベルスペシャル「紀伊山地の霊場と参拝堂道」②

紀州南部は梅の生産日本一と備長炭で、有名だ。ここから熊野古道を目指す人たちも多い。

田辺からバスで４０分、滝尻王子から熊野古道を登った。この道はかなり急で険しく、足の弱い人にはお勧めできない。角谷　正博紀州南部ロイヤルホテル支配人は「梅、便長炭とアオウミガメの産卵が有名、ホテルからの朝日、夕日の絶景と料理はこの地で取れるくえという深海魚のお造りや鍋をすすめたい」と特徴を語った。

	3月31日　
	トラベルスペシャル「海、山、川と三拍子揃って一年中温暖」③

串本は本州最南端、向かいは大島の歌で有名、海、山、川とそろい、観光、レジャーには最適だ。食べるほうは本マグロの養殖、飛び魚も有名、見学してそのまま試食もできる。

井上　利裕　串本ロイヤルホテル支配人は「熊野古道は大辺路ルートがあり、大島にはトルコ記念館、日米修好記念館があり、橋杭岩は有名、日本の釣り大会の西の会場はこの串本です」と、温暖な串本を是非訪れて欲しいと語った。

	４月７日　
	トラベルスペシャル「お伊勢さん参りと海の幸」④

２００年にわたり日本人の心のふるさと的存在の伊勢神宮、多くの参拝者が毎日訪れている。おかげ横丁でのお茶や食事も江戸時代を彷彿させてくれる。森本　勝美伊勢志摩ロイヤルホテル支配人は「最近は歴史を学んで、熊野や伊勢を訪れる人が多い、当地名産の真珠を見てイセエビ、あわび、かきなども是非味わって欲しい」と入り組んだ入り江の海、そこから取れる海の幸、そして歴史的な背景を堪能する旅を味わえる、と語る。

	4月14日　1154回
	「母と子の汗と涙の奮闘記」

世界的なバイオリニスト五嶋　みどりさんと龍さんの母　節さんがJERCで講演、離婚して渡米、みどりさんが有名になるまでの苦闘の日々を語った。特に競争社会に生きる場合、

一歩でも子供を先に出す為に、母親がつきっきりで、勉強や練習に励み、子供のモチベーションをいかに高めるかの努力を惜しまなかった。今でも節さんはバイオリンに関し「うまくなった」とは言うが、「うまい」とは決していわないそうだ。

	4月21日　1155回
	母と子の汗と涙の奮闘記」

世界的なバイオリニスト五嶋　みどりさんの母　節さんは親子の関係について“共通語”

を持つべきとアドバイスする。彼女の場合は日本語と音楽。母親は自分の子は世界一という自負を持つべきで、次世代に一石を投じるような子供に育てる、心構えを親が持つことが大切という。また、米国での高校や大学でのエッセイのテーマ選びについても「日本人、米国で何が生かせるか？自分の特技」などを選び、それぞれクリアーしてきた、という体験を披露した。

	4月28日　1156回
	「米国現地校の努力が報いた」

荒谷　沙知さんは現在東大文学部三年生だ。父親の仕事の関係で１６年、ロサンジェルスに滞在した。将来は外交官か、マスコミを目指すためにこの学校を選んだ。面接では「学校に入って何をやりたいか」など聞かれ、米国の学校生活についても質問された。APクラスをとって授業についていくのは大変だったが、その努力が報いられた、気がするという。面接のテクニックなど後輩にアドバイスしたいという。

	5月5日　1157回
	「米国現地校の努力が報いた」

荒谷　沙知さんは現在東大文学部三年生、将来は外交官かマスコミを目指す、という。

１６年に及ぶ米国生活で、特に現地校の勉強が大変だったが、今それが日本の大学生活でも役立っている。勉強以外でもスポーツや音楽などの活動を行なえば、日本の大学受験に際しても、大いに役立つ、とアドバイスする。母親の和代さんは特別なことはしなかったが、「苦しそうな時、心の支えになるようつとめた」とプレッシャーにならない親の立場をとったのが、良かった、と語った。

	5月12日　1158回
	「ネバーギブアップ！宇宙へ」

スペースサイエンスデイが4月21日エルカミノ・カレッジで行なわれ、オニズカ・メモリアル・レクチャーシリーズとして日本の宇宙飛行士　若田　光一さんの講演が行なわれた。このイベントは地域の子供達に科学や宇宙に関心や興味を持ってもらおうと、エルカミノとアメリカンホンダが協力して実施しているもの。若田さんは宇宙体験をユーモアを

交えながら語り、「自分が五歳の時に夢見た宇宙行きが実現した。皆さんもできます。

決して諦めずに努力すれば報われる」と子供達を励ました。宇宙から見た地球の写真をみながら、環境破壊されつつある地球を守るには世界中が力をあわせなければならない、と警告した。

	5月19日　1159回
	「ネバーギブアップ！宇宙へ」

スペースサイエンスデイが4月21日エルカミノ・カレッジで行なわれ、オニズカ・メモリアル・レクチャーシリーズとして日本の宇宙飛行士　若田　光一さんの講演が行なわれた。若田さんは個別の質問にも応じ「どうやって宇宙飛行士になったの？」との問いに航空エンジニアを目指し、大学で数学、科学を専攻、両親の励ましが大きかった、と語った。
どんな小さな目標でもそれを少しづつ、実現することが大切で、保護者は子供達にキッカケを作り、励ますことが大切とアドバイスした。

	5月26日　1160回
	「地域の青少年をドラッグやアルコールから守る」
サウスベイ地区で19年間、ゴルフトーナメントを実施、その収益を学校やドラッグ、アルコールから守るプログラムに寄付する“サウスベイ　クラッシック”の授与式が行なわれた。ステーブ・モリカワ委員長は「今年も9万２千ドルが１４の学校とプログラムに

渡すことができ、協賛のJBA、ロータリークラブ、また多くの企業に感謝する」と語った。

今年は２０周年記念で８月２４日ロスバーデス・カントリー・クラブで朝ヒルの二回ショットガン方式で行われる。個人参加も可能。

	6月2日　1161回
	中高一貫校と帰国生受け入れ」①

JERCの教育オリエンテーションでNTS教育研究所国際教育情報室長の岡部　憲治氏が

日本の教育最前線として中高一貫校について話した。“公立の復権”ということで、2005年の白鴎を皮切りに昨年は小石川、両国、九段などがスタート、今年は千葉、埼玉でも市立の稲毛、浦和などが誕生している。

所詮、私立とは違うものの中高一貫で学べるメリットを備えているので、保護者の関心も高く、帰国生にとっては“英語”の強みがあり、学校側も受け入れに前向きだ。

	6月9日　1162回
	中高一貫校と帰国生受け入れ」②

JERCの教育オリエンテーションでNTS教育研究所国際教育情報室長の岡部　憲治氏が

日本の教育最前線として中高一貫校について話した。私立の受け入れ校では、各校を四つに分類、日本文化回帰型、個性尊重型、帰国生活用型、帰国生強調型に分け、本人の特性、

海外体験、日本の大学への期待などによってそれぞれの学校選びをするが、学校側は“日本ばかり向いているより、その土地でしか体験できないことをしている生徒”を受け入れる傾向にある、という。

	6月16日　1163回
	中高一貫校と帰国生受け入れ」③

JERCの教育オリエンテーションでNTS教育研究所国際教育情報室長の岡部　憲治氏が

日本の教育最前線として中高一貫校について話した。帰国生はとても注目され、特に得意の英語が生かせれば、入試もクリアーでき、海外生活が有効に働く。今、公立校の復権が叫ばれ、選択肢が増えた。このオリエンテーションに参加した保護者は、米国現地校の
体験をそのまま生かせる日本の学校を選びたい、との意見が多かった。

	6月２３日
	ビジネス特集「米国で醤油の味を売って５０年」
キッコーマンが米国で醤油の販売をはじめて今年５０年になる。４日サンフランシスコの

市議会で「６月５日をキッコーマンデイ」とする、と発表した。年間１２万キロリットルの醤油がウイスコンシン、サクラメントの両工場で生産され、今後は10パーセント程度増産も見込まれている。会見で茂木　友三郎会長は「まづ米人に味を試してもらう為、デモンストレーションし、米人に合うレシピーの開発を地道に続けたのが成功の秘訣」と語り、今後も健康、と食の安全のために業務の拡大を図る、と抱負を語った。

	6月30日　1164回
	「念願の松居　慶子さんと共演！」①
アジア・アメリカシンフォニーの今シーズン最後のコンサートが９日日米劇場で行なわれた。今回は世界的に有名で活躍中のジャズピアニスト松居　慶子さんとの共演が行なわれ、チケットは完売、ウエイテイングも出るほどの盛況だった。指揮者デビッド・ベノーさんとオーケストラ、松居さんとの三者の息の合った演奏は満員の聴衆を魅了した。AASPの役員、テッド・田中、トム羽賀、ケン・小川の各氏に運営や今後の計画などを聞いた。

	7月7日　1165回
	「レベルの向上と若手の育成」②
アジア・アメリカシンフォニーの資金捻出ゴルフトーナメントが６月１１日ローリングヒルズカントリークラブで行なわれ、およそ10０人のプレイヤーが参加した。児玉　和夫総領事は「もともと日系でスタートしたシンフォニーがアジアに輪を広げ、またそれを日系の企業がサポートしているのは素晴らしいこと」と評価した。ゴルフの参加者もジャズピアニスト松居　慶子さんとの共演を堪能、今後はさらにレベルの向上と若手の育成に尽力してほしい、と期待していた。

	7月１４日
	トラベルスペシャル「四季の自然を満喫する」①
およそ１２０年前の噴火で誕生した水と緑の楽園、磐梯高原。大小3００あまりの沼や湖、

清流や滝などまさにここは自然の宝庫。赤、紫、コバルトブルー、エメラルドグリーン、と多彩な色に輝く五色沼湖沼群、緑の林の野中に突然現れると、“はっ”と息をのむ美しさだ。四季折々に彩どられた磐梯の自然に埋没すると、日々の喧騒を忘れ、癒される。裏磐梯ロイヤルホテルの近くには五色沼、桧原湖、猪苗代湖、諸橋近代美術館などがあってハイキング、バードウオッチ、温泉と地元食材を使った郷土料理などが楽しめる。

	7月２１日
	トラベルスペシャル「四季の自然を満喫、歴史を探訪する」②

小倉　祥ニ裏磐梯ロイヤルホテル支配人は「国立公園内のホテルなので、色々な規制はあるが、逆に自然をそのまま満喫できる利点がある」と語り、最近東南アジアからの観光客が、雪と福島の歴史に興味を持って訪れる、という。猪苗代には世界的に有名な野口　英世記念館があり、彼の生家も復元され、多くの資料が残されている。ちょと足をのばして
会津若松まで行けば、鶴ケ城や白虎隊など戊辰戦争で悲惨な戦いを強いられた会津藩の史跡を探訪することができる。

	7月28日
1166回
	「国立で初、中高一貫国際学校―東京学芸大付属大泉」①
21年間海外子女を積極的に受け入れてきた学芸大付属大泉校舎が今年から新しく国際中学校をスタートさせた。中高一貫のシステムでバカロレア教育を目指し、海外子女のみならず、外国籍の生徒も積極的に受け入れていく。小澤　一郎副校長は「長年の帰国生受け入れの経験からさらに一歩進んで、海外に出て通用する人材の育成をはかり、外国人も入れる学校作りをめざしたい」と抱負を語った。今年の中学一学年105人が第一期生で、新しいカリュキュラムの授業を受けている。

	8月4日
1167回
	「国立で初、中高一貫国際学校―東京学芸大付属大泉」②

福泉　悦也副校長は「今までの経験を生かし、中高一貫国際学校をめざしたい」とし、毎日制服ではなくてもよく、語学授業の拡充を図って中高一貫に効率よく作用するカリュクラムの整備に苦心した、と話した。21年前の日本初取材でもこの大泉校舎を訪れたことがあり、当時訪れた音楽の授業では教諭は「海外で習っていなかった縦笛などをならいはじめるが、それはちょとの時間でカバーできるのでそれほど心配することではない」と海外と日本の習慣や授業についての違いを指摘した。

	8月１1日
	LAトピックス「地元トーランスの病院に寄付」

第２１回ワインフェステバルが８月４日アメリカンホンダ本社で開かれ、その収益が地元

トーランスメモリアルメデカルセンターに寄付された。およそ３０の地元レストランの料理とワイン、地酒などがふるまわれ、サイレントオークションやジャズの演奏などが行なわれた。

岩村　哲夫アメリカンホンダ社長は「地元に貢献できるコミュニテイ活動を地道につづけていくので今後も応援してほしい」と語った。同病院ではがん患者のためのベッド増設と

小児科の拡充に当てる。

	8月18日


	LAトピックス「小東京はねぶた一色」
第６７回二世ウイークのパレードが１９日夕方行なわれ、青森からのねぶたパレードで盛り上がった。パレードはホンダプラザからセカンドを西にニューオータニを廻って、ファーストを東に、ねぶたに灯がともり、「ラッセー」の掛け声と、笛、太鼓の囃子にあわせて、武田信玄の幅３０フィート、長さ２４フィート、高さ１７フィートのねぶたが、ゆっくりと進み、時々くるりと廻って、観客を楽しませた。暗闇が迫るとそのねぶたと遠くに見えるバンカーヒルのビル群や真っ白な市庁舎とのコントラストが抜群で、小東京はまるでその時青森になったようだった。

	９月1日1168回
	「ドラッグ、アルコールから地域の青少年を守る」
サウスベイ・クラッシックというゴルフトーナメントが８月２４日ロスバーデスカントリークラブで開かれ、朝、午後のショットガンスタートでおよそ三百人のプレイヤーが参加した。目的はこのイベントからあがる収益で、サウスベイ地区の青少年をドラッグ、アルコール、暴力から守ろうというもので、JBAサウスベイ部会、ロータリークラブなどが共催している。今年は２０周年、節目の年、主催者や参加者、ボランテアの声を紹介する。

	9月８日
1169回
	「日米親善高校野球」
今年も夏の甲子園で活躍した１８人の日本選手が渡米、カンプトンのアーバン・ユース・ベースボール球場で三試合を行ない、２勝一敗と勝ち越した。米国側はメジャーリーグ傘下の高校生でスピード、パワーに勝れ、時に日本側を圧倒した。佐賀北や広陵の選手もメンバーで地元日系人も応援に駆けつけた。戦前の広陵卒業者は「日米は戦争、収容所入りなどの過去があったが、こうして若者がスポーツ交流できることは素晴らしい」と語り、

一生懸命応援していた。

	９月15日
1170回
	スポーツスペシャル
「２００７YONEX/OCBC US OPEN」

先月２８日から９月１日までオレンジカウンテイ・バトミントン・クラブで同大会が開かれた。日本からは男子シングルナンバーワンの佐藤　翔冶選手ら２６選手が参加、世界３２カ国の代表が来年の北京オリンピック目指して戦った。日本は男女混合、男子、女子ダブルスで優勝、各種目とも健闘した。会場となったオレンジカウンテイ・バトミントン・クラブの会場を提供、米国で長年バトミントンの普及、振興につとめているタイ出身のドン・チュウさんは「自分も昔からプレイ、こんな魅力的でアジア人に向いたスポーツはない。もっと日系人や日本人も参加してほしい」と語った。


	9月22日
1171回
	「国立で初、中高一貫国際学校―東京学芸大付属大泉」③

植野　美保教務主任に入試方式やカリュキュラムについて聞く。学科試験を行なわず、英語、日本語で分け、エッセイ、面接などで判断する。カリュキュラムについても、国際理解や実際に現場に出かけるフィールドワークを増やし、地域についても学校のある練馬区大泉が住み良いところか、障害者にとって便利かどうか、など自分たちで調べる授業もあり、国際学校的な取り組みに努めている。

	９月２９日

１１７２回
	「国立で初、「国立で初、中高一貫国際学校―東京学芸大付属大泉」④

植野　美保教務主任に入試方式やカリュキュラムについて聞く。教師も高校の教師が中学まで出向き教えることもあり、授業、カリキュラムでの一貫性を強調、日本語はELSの日本語版、JLSで補強、英語もネイテイブの教師による授業で海外体験をそのまま、生かす。また理数系についても１年から生物、地学、物理など基礎知識を教え、三年になると

英語での授業も行ない、そのまま海外留学しても通ずるよう国際学校の内容を整えた。

	10月６日

１１７３回
	「国立で初、中高一貫国際学校―東京学芸大付属大泉」⑤

国際学級の実際の授業を参観、まづ英語はビギナーとアドバンスに分け、ネイテイブの教師に発音や聞き取りを重点に授業を展開、教科書や文法中心からより積極的な授業の進め方をとっている。理科、生物に関しても屋外での探究や実験などで興味を増し、美術では

ニューヨークの現地校とお互いに書いた自画像の交換をするなど交流を進めている。１９年前、かって「あさひ学園」に赴任した富沢　敏彦氏も非常勤で六度法習字の授業を担当、

より実践的な取り組みを行なっている。

	10月１３日
１１７４回
	トラベルスペシャル
「歴史とロマンの街、唐津」
唐津くんちや虹の松原、唐津焼、名護屋城跡、呼子朝市で有名な佐賀県唐津には年間10０万人がおとづれる。歴史、文化、海外交流、海の幸、山の幸とおとづれる人を満足させてくれる。太古のロマン“松浦佐用姫伝説”もあり、鏡山には愛する人を見送り、７日7晩泣きつづけ、石になった佐用姫の像が立っている。名護屋城博物館には原始、古代から現代までの朝鮮半島との交流の歴史を伝える展示物がある。

	10月２０日

1174回
	「目的別コース学科制でより多くのニーズに」

あさひ学園は今年開校３８年目、生徒数も幼稚部から高等部までおよそ１５００人で定着、４年前から従来の国、算、数、理、社の四教科とあさひ学園独自の教材を使った国語中心のコースを設けている。秋山　浩一校長は特に「家庭でのフォローが大切で、家に帰ったら日本語を使い、夕食時に一日の出来事を日本語で喋ってもらい、日本語での会話を

増やす」など補習校授業の反復や予習を保護者の努力でつづけることが、大切と語った。

	10月27日

1175回
	「目的別コース学科制でより多くのニーズに」

あさひ学園では入学に際し、日本からの児童は試験なし、当地からは日本語の授業についていけるかどうか、の選考がある。西大和との違いはアサヒは朝から夕方までの6時間、四教科に対し、西大和は午前中のみの国語、算数の二教科で、保護者の選択のちがいからきている。受験に対してもトーランス、オレンジの中学にききょう学科があり、副教材などを使いながら、帰国後の一般受験に対応している。

	１１月3日

１１７６回
	「自分の中に根っこを持つ」①

ESL教師をつとめた福田　和恵さんは子供を現地校にあづける保護者に「自分の中に

根っこをもつ」ようアドバイスする。言語、文化、習慣が違う米国で単に英語の習得だけに関心を持たないで、将来自分たちや家族がどのような姿をめざし、それに近づく努力をし、自分たちの物差しで広く教育を考えるべきで、単に子供だけに現地校教育を押し付けるべきではない、と保護者の姿勢を指摘する。

	11月10日
1177回
	「コミュニケーションがよくとれる家族像に」②
ESL教師をつとめた福田　和恵さんは特に子供さんを現地校にあづける保護者に「子供とのコミュニケーションが無理なくとれている家族の姿が大切です」とアドバイスする。それは保護者自身が米国の現地校教育を理解し、当初、過酷な現状を強いられているわが子を理解するうえで、最も大切で、基本的なことであり、保護者と子供との間に緊張感がなく、何でも話せる雰囲気作りが必要、仮にその逆のケースになると最悪になる可能性もあると、指摘する。

	11月17日1178回

	「保護者の姿を子供は見ている」③
ESL教師をつとめた福田　和恵さんは保護者が日本人コミュニテイのみの付き合いをしていると、子供もそれでいいんだ、と感じ、積極的に現地校に入っていかなくなるという。

英語がしどろもどろでも外で頑張っている姿を見せることが大切で、米国の自然やスポーツ、音楽、芸術の世界に連れ出し、保護者が失敗を恐れず、異文化体験をすれば、

自分たちの米国滞在が貴重な財産となる、とアドバイスする。

	11月24日
1179回
	「まづ読書の習慣を」④
ESL教師をつとめた福田　和恵さんは小さい時から読書の習慣を付けさせることが大切で、保護者が読書が好きなら、その子供も好きになるので、英語にしろ日本語にしろ、その習慣を持たせることが大事で、英語のしゃべりだけなら、大人になって言語のボキャブラリー不足は免れない、とアドバイスする。知識の集積は読みから始まるので、米国滞在中、そうした家庭でできることに家族全員がいっしょになって協力する姿勢が大切だ。

	12月1日
	トラベルスペシャル「ビジネスにハピネスを！」
日本航空成田のファーストクラスラウンジ、ビジネスクラスのさくらラウンジが、今年夏リニューアルされた。日本最大の広さを誇り、ホットミールのサービスで高級感を持たせ、無料のマッサージ師によるサービスも受けられる。ビジネスセンター、仮眠室、シャワールームや子供専用の部屋も用意されている。暖かい“こしひかり”をお釜から盛り、純和食を楽しんだり、各種スープやカレーのサービスも。バーにもこだわり、広い窓から飛行機を見ながらのいっぱいは旅の疲れや緊張感を吹き飛ばしてくれる。

	12月8日

1180回
	「真の国際人育成を目指すー西大和カリフォルニア校」

９３年開校の同校は現在、全日制が１５０人、土曜補習校が３５０人で、合わせて５００人、西浦　将芳校長は「全日制は駐在員子弟が多く、帰国後の進学先は帰国子女受け入れの大学系列校が多く、補習校のほうは長期滞在者子弟がが多い、そして日本語をしっかり学び、英語の授業もプラスすることで、真の国際人に育つ教育目標を掲げている」と西大和の教育方針を説明、保護者もこの学校へ通わすメリットを日本語教育、友達ができる、などをあげ

	12月15日
1181回


	「真の国際人育成を目指すー西大和カリフォルニア校」

西浦校長はあさひ学園とに違いについて土曜日半日、社会、理科はなく、国語、算数のみで午前中で終わり、午後はスポーツや家族揃っての米国体験ができる、利点をあげている。
また教師についても全日制を担当している教師達が、担当する点でも、しっかりした日本語教育ができると、そのメリットを説明する。

保護者にとっては現地校で米国の教育を、西大和で日本の教育を、と両方をあわせて、受けさせたい、としている。

	12月22日
1182回
	真の国際人育成を目指すー西大和カリフォルニア校」

３００人ほどに増加した同校の土曜補習校はあさひ学園に比べ、保護者の要求や希望に合ったのではないだろうか？科目も二教科にしぼり、時間も午前中のみ、教師も日本からのプロ、低学年ではウエイテイングもでるほどだ。
現場教師、保護者、生徒自身の意見を聞いていると、同学園のそうした明確な教育、運営方針が伝わってくる。海外の日本人学校、補習校のよきモデルケースでもある。

	12月29日
1183回
	「クリスマスにできること？」
毎年クリスマスにサウスベイ地区で行なわれている“SHARERING IS CARERING”という

チャリテイイベントを知っていますか？ホテルに同地区の人たちを招き、クリスマスの伝統的な料理と音楽、ダンスなどを楽しんでもらうもので、アメリカン・ホンダとそれに協賛する団体が主催している。多くの時間や労力をさき、地域全体がこのホリデイシーズンを楽しみ、喜びを分かち合おう、というもので、参加者や主催者の声を紹介する。


